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2015.９ 栃木・茨城を襲った豪雨被害の復旧
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栃木県知事表彰　４社
栃木県宇都宮土木事務所 所長表彰　４社
栃木県県土整備部建築課 課長表彰　１社

宇都宮市表彰　15社

　平成27年度の栃木県優良建設工事並びに宇都宮
市優良建設工事の表彰に伴い、当該工事を担当し
た現場代理人及び主任技術者に対して、去る平成
27年10月28日、建設産業会館においてその功績と
栄誉を称えた表彰式が行われた。（一社）宇都宮
建設業協会からの表彰対象となった優良工事は以
下のとおり。

優良建設工事表彰

◆栃木県知事表彰
　●宇都宮土建工業株式会社　

電線共同溝工事３・２・101 大通りその６（補助街路）

　●大幹建設株式会社
道路改良工事３・３・１鹿沼宇都宮線その２（補助街路）

　●株式会社増渕組
電線共同溝工事３・２・101 大通りその２（補助街路）

　●山本建設株式会社　
道路改良工事３・３・１鹿沼宇都宮線その３（補助街路）

受賞された方々のあいさつ

道路改良工事3・3・１鹿沼宇都宮線その３（補助街路）工事 山本建設株式会社　麦倉  昌男
　　本工事は、東北自動車道鹿沼インターと宇都宮環状道路を結び、都市活動を支える重要な幹線道
路のバイパス区間工事でした。
　現道は、朝夕を中心に交通量が多く常に渋滞が発生し、また自動車と通学児童・自転車が錯綜して
おり早期完成が望まれました。このような背景の工事を担当させていただき光栄であり、大きな責任
を感じました。
　当現場の作業環境特性として現場内に規模の大きな心療内科病院があり、工事騒音の低減と第三者
の安全確保が重要な課題となりました。

　騒音対策として、低騒音仕様の建設機械の使用と共に病院側に防音シートを用いた遮音壁を設置し、騒音の低減を図りました。
　コンクリート構造物取壊し等の特に騒音が発生する施工は、診察時間や休診日を考慮した作業工程を計画し、病院と打合せを行って互
いに情報を共有し作業に当たりました。
　第三者の安全対策としては、外来患者・病院関係者の安全な通路を確保するために、工事の進捗に応じた仮設迂回路を設置しました
（付替え４回）。迂回路はすべてガードフェンスで覆い、夜間の視認性確保のため水銀灯を設置しました。迂回路設置計画に当たって通
行者のモニタリングを行い、発注者及び病院と迂回の時期・期間を含め綿密に協議しました。
　また、弱者に配慮した形状とし、緊急車両（大型消防車等）が走行できる幅員・線形にも配慮しました。
　病院の目の前という条件ではありましたが、発注者・病院・施工者と互いに意思疎通が図れ、無事故・無災害で完工することができま
した。
　最後になりますが、ご指導・ご協力いただいた関係者の皆様に心より感謝を申し上げます。

電線共同溝工事3・2・101大通りその２（補助街路）工事 株式会社増渕組　坂本  　修
　本工事は自転車走行環境整備も踏まえた『通称大谷街道』の栃木県教育会館前からＪＲ宇都
宮駅方面への170ｍ区間で、電線共同溝工と歩行者自転車通路整備工、管渠側溝工車道拡幅工事
などを主とする工事でした。
　工事着手前は歩道幅員も狭く、セットバックした際の住宅基礎などが点在しており、周辺に
は文教施設が集中していることから、通勤通学時には歩行者、自転車と路線バスや一般車など
で混雑している状態でした。
　まず、本工事の着手前に歩行者、自転車の安全通行帯を確保する必要があり、仮設歩道を整
備して、一般車両と工事エリアとの分離を図りました。
　また、乗入部の施工にあっては周辺地権者等の乗入口の確保に留意するとともに、店舗につ
いては営業の妨げにならないように十分に配慮することを考え、事前説明を行い、休業日の施
工や作業時間の調整を行って施工に当たりました。
　この度、近隣の皆様や関係機関などのご協力により県知事表彰を受賞することができ、感謝
いたします。

◆栃木県宇都宮土木事務所 所長表彰
　●アズマ原総業株式会社　

電線共同溝工事３・２・101 大通りその５（補助街路）

　●岩原産業株式会社　
排水施設工事藤原宇都宮線その３（快適道補）

　●株式会社津野田土木　
護岸工事武名瀬川その２（安全川補）

　●渡辺建設株式会社　
舗装工事 119 号その 13（快適道補）

◆栃木県県土整備部建築課 課長表彰
　●晋豊建設株式会社

宇都宮高校特別教室棟１内外部・耐震改修工事

◆宇都宮市優良建設工事表彰
　●株式会社野澤實業

区画道路橋梁築造工事

　●山本建設株式会社　
準用河川越戸川バイパス築造工事

　●渡辺建設株式会社　
グリーンタウン老朽管きょ改築・修繕工事第３号

　●米弥工業株式会社　
都市計画道路築造工事（分割１号）

　●株式会社菊地組　
準用河川大久保谷地川バイパス築造工事（第２工区）

　●晋豊建設株式会社　
橋梁維持修繕工事（金井田橋）

　●増渕・渡辺・興建・上陽建設 共同企業体
清原中央小学校改築・耐震補強及び大規模改造工事

　●中村・日豊・岩村建設 工事共同企業体
宇都宮市体育館耐震補強及び大規模改修工事

　●芳賀屋建設株式会社
東小学校南校舎耐震補強及び大規模改造工事

　●大幹建設株式会社
道路修繕工事（舗装修繕）

　●宇都宮土建工業株式会社　　
舗装工事

準用河川大久保谷地川バイパス築造工事（第２工区） 株式会社菊地組　若杉  俊春
　大久保谷地川は市街地を流れる河川であり、豪雨時などは慢性的な浸水被害が起きている河川で、
かつ県道の整備計画に伴い、県道の雨水排水を現況河川に流入することが困難なことから、本工事は
大久保谷地川バイパス改修事業の一部として市道1168号線道路下にボックスカルバートを敷設する工
事でした。
　新４号線から市街地へ抜ける道路として多数の車両が通行する道路を24時間通行止にして施工をす
るため、工期の短縮及び早期道路開放が一番重要と考え、安全管理とともに工程管理に重点をおいて
工事を行いました。
　当初、監督職員と打合せを行った時には３月末頃の道路開放の予定で、地元周辺の７つの自治会へ
の挨拶から始まり、周辺住民・周辺企業に対し工事への協力・理解のため、工事のお知らせを持って
一軒一軒説明して回りました。
　工程はネットワーク工程表で作成し、最近手配の難しい生コンとポンプ車の手配に重点を置いて協

力業社と打合せをしました。１ヶ月程度前に手配を行って、生コン打設に向け各工程を管理し、毎月の協議会では工程の説明とともに作
業員の手配の打合せを協力業社と重ねて工事を進めた結果、工事もスムーズに進み、無事故で２月末に道路開放ができました。
　工事を施工するに当たりご指導いただきました監督職員の皆様、ご協力いただきました地域の皆様には心より感謝申し上げます。

東小学校南校舎耐震補強及び大規模改造工事 芳賀屋建設株式会社　福冨  和典
　この度、宇都宮市から東小学校南校舎耐震補強及び大規模改造工事を発注していただき、宇都

宮市の優良建設工事建築部門で市長賞をいただきまして喜ばしく思います。

　工事に当たりまして、当作業所は東小学校校内での作業になり、校庭内に設ける工事ヤードへ

の進入門は通学の児童の動線及び教職員駐車場への経路とラップするため、作業員の通勤車両は

７：30までに入場を完了させ、資材搬入出車両は８：30以降の入退場とし、登校する児童及び教

職員との交錯の防止を徹底しました。

　また、工事仮囲いゲート付近での工事車両との第三者災害を防止するため、センサー付パトラ

イト及び音声案内を設置し、第三者災害も発生することなく工事を完成することができました。

　最後に、ご指導いただきました監督職員の皆様、また地域の皆様、工事の完成に携わった協力

業者の皆様のご協力により無事竣工を迎えることができましたこと、心より感謝申し上げます。

　今後もこの受賞を励みとし、地域社会への貢献と安全第一を心掛け、社員一丸となり尚一層努

力してまいりますので、今後ともご指導賜りますようお願い申し上げます。
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　１か月にわたる長雨に続き、９月９日から10日にかけ
て県内を襲った台風18号に伴う豪雨は、50年に一度の記
録的雨量を観測し県内各地に大きな傷跡を残した。
　７日から10日にかけての降水量は日光市で634ミリ、
鹿沼市で505ミリ、栃木市で415ミリとなり、９月平均
降水量の２倍に達し、県内では初の大雨特別警報が出
された。鬼怒川や黒川が氾濫し、多くの家屋が床上浸

　９月30日に「愛リバーとちぎ　河川清掃活動」を行いました。９月
10日までの豪雨災害直後の河川清掃ということから、今回は田川の遊
歩道の手すりに引っ掛かった木くずやゴミなどを取り除くことに活動
を絞り作業しました。
　協会会員に加え、宇都宮土木事務所から数名のご協力をいただき、担
当する建設委員会メンバーを含め総勢約50名が作業に当たりました。
　手すりにまとわりついた大量の枝や根っこ、ゴミを取り除く作業は
容易ではなく、額に汗しながらの重労働になりました。その結果２ｔ
トラック２台分のゴミを回収し、ようやく市民が安心して散策できる
遊歩道に戻りました。
　引き続き、県民・市民の暮らしに役立つボランティアを続けてまい
ります。

（荒井）

水になり人命も奪われた。
　９月９日深夜に出動した会員
企業は大雨の中、危険箇所を通
行止めにした後、翌朝には通勤
時の交通誘導などを支援した。
11日早朝より対策本部である宇建協に詰めた正・副会
長は、河川情報システムや電話連絡を基に情報収集と
緊急対応に追われた。また、同時に建設委員会メン
バーが緊急待機し、会員企業への指示をしながら出動
に備えた。
　その後、崩壊した河川堤防に大型土嚢を積んだり、
道路上の土砂を除けるなどの応急処置を急いだ。

（荒井）
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　その後、崩壊した河川堤防に大型土嚢を積んだり、
道路上の土砂を除けるなどの応急処置を急いだ。

（荒井）

豪雨災害の後始末に汗 2015.９.30水

「豪雨災害応急処置」迅速に対応 2015.９.９水
～11金

愛リバーとちぎ
河川清掃活動

澁谷監督署長 増渕分会長

 「平成27年度建設業災害防止安全対策セミナー」並びに、宇都宮労働
基準監督署管内『安全文化』推進運動！第５回「安全衛生『塾』」～
墜落・転落災害防止大会～が建設業労働災害防止協会栃木県支部宇都
宮分会主催の下、10月21日、とちぎ福祉プラザにて開催されました。
分会員約120名が参加し、墜落・転落災害を中心とした三大災害の防止
などを主とする決意表明を行い、安全衛生講話を受講しました。合わ
せて、労働災害を防ぐためのリフレッシュ体操も行われました。

（熊本）

平成27年度 建設業災害防止安全対策セミナー

　宇都宮市は８月22日、西が

岡小学校で「平成27年度総合

防災訓練」を開催した。

　自衛隊や消防など各防災関

係機関、市内の防災会など74団体、約2,500人が参加。

　訓練は市北西部を震源とする震度７の直下地震が発

生、建物が多く倒壊し、道路などのライフラインが被害

を受けているという想定で実施された。

　（一社）宇都宮建設業協会は、道路啓開作業に当たる

国土交通省宇都宮国道事務所や宝木地区防災会・自治

会・陸上自衛隊などとともに震災救出・障害物撤去連携

訓練に参加。建設委員会の委員が中心となって倒壊した

家屋をユニック車の荷台に収容する作業を手際よく進

め、５分ほどの短時間で完了させた。

　訓練終了後、佐藤宇都宮市長は「ライフライン関係者

の本番さながらの訓練を心強く感じた。発生が予測され

る東南海トラフ地震への対応など、我々行政と皆さんと

の連携はこれまで以上に重要となる」と講評した。　　

（関）

　国土交通記念デーの記念行

事である「第51回栃木県建設

展2015」が、今年も７月15、16日の２日間、マロニエ

プラザにて開催されました。

　大展示場では７団体10企業が建設資材の展示などを

行ったほか、小展示場では栃木県・宇都宮市による建築

工事講習会や、建設特別講演会が行われ、２日間で延べ

4,000名の来場者を集めて、盛況を呈しました。

　また、会場入り口では、恒例となった宇都宮建設業青

年の会ほか３団体による「愛の献血活動」が実施されま

した。当会の社会奉仕活動の一環として行われている当

活動ですが、会員や参加者の方々への呼びかけにより、

今年も40名以上の方に協力していただきました。

　献血にご協力いただきました皆様、並びに各関係団体

の皆様に御礼申し上げます。

（亀和田）

の献血運動愛

2015.８.22土

2015.７.15水16木

「平成27年度総合防災訓練」宇都宮市
総合
防災訓練
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月13日に宇建協・建災防栃
木県支部宇都宮分会の公開パト
ロールが実施されました。澁谷

宇都宮労働基準監督署長をはじめ、発注者からは天尾県
技術管理課副検査監、上野宇土木主査、浅田宇土木主
査、高野宇都宮市検査室副検査監にご同行いただき、建
災防安全指導者、店社安全管理責任者ほか、約50名が参
加しました。
　当日の朝礼で、集合したパトロール参加者に対し、竹
内宇建協副会長が「労働災害防止のためには経験を重ね
ることが重要。今日のパトロールを契機に労働災害防止
に取り組み、災害ゼロを目指してほしい」とあいさつ。続

いて、澁谷署長が「残り
３か月、絶対に死亡災害
を起こさないように工事
を行ってほしい」と述べ
られました。
　パトロールは午前中
に土木２現場、午後か
ら土木１現場、建築２現場の巡視のあと、宇建協で講評
という日程で行われました。
　講評では、各現場とも概ね良好な安全確保の体制が構
築されているとの評価でしたが、「リスクアセスメント
を用いたＫＹ活動の実施」、「機械工具の日常点検整備の
確実な実施」、「安全帯の点検を常に行い、墜落・転落災
害防止に努める」等の更なる災害防止のための意見もあ
げられました。
　現場の安全は、そこに携わる一人ひとりが高い安全意
識をもつことが必須です。「絶対に災害を起こさない！」
という強い決意をもち、日々の作業に当たりましょう！
ご安全に！

（手塚）

年内無災害を目指して！」 2015.10.13火
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青年の会 活動報告

　宇都宮建設業青年の会では、宇都宮城址まつり
にて毎年恒例の高所作業車体験ブースを設けまし
た。今年も天気に恵まれた最高の城址まつりでした。
　足場の組み立てなどの設営も慣れていなかった
ので戸惑いましたが、青年の会のメンバーが力を合
わせ、無事に開始時間までに設営が完了できました。
　今年の作業車は、例年では15ｍ伸びるものに対
し、12ｍと小さめのサイズでしたが、高い所が苦

手な人にとっては
ちょうど良かった
かもしれません。
　昨年より多くの
ヘルメットを準備
し、乗車の回転率
を高めたため、一
人で３回も乗って

2015宇都宮城址まつり 2015.10.18 日

いるお子さんもいま
した。
　作業車が上がって
いくのを見計らって、
お城の上からシャッ
ターチャンスを待つ
お母さんお父さんた

ちが多くいらっしゃいました。
　子どもたちの笑顔のため、そして建設業界のイ
メージをより良くするために必要不可欠な事業だ
と感じました。
　最後に、高所作業車の協賛協力をしてくださっ
た西尾レントオール株式会社様、ヘルメットを協
賛してくださった株式会社谷沢製作所様、ありが
とうございました。

（増渕）

　日頃より宇都宮建設業協会の皆様には大変お
世話になっております。また、この度はこうし
たご挨拶の機会をいただき、誠にありがとうご
ざいます。
　平成27年７月27日付で社長に就任いたしまし
た大幹建設株式会社の入江誠と申します。社長
の大役を仰せつかり、その責任の重さに身の引
き締まる思いをいたしております。
　弊社は、昭和25年の創業以来、宇都宮建設業
協会様をはじめ、各官公庁様、地域の皆様な
ど、多くのお客様からのご愛顧、ご支援に支え
られ、65周年を迎えさせていただくことができ
ました。     
　私ども地方の建設会社に求められている社会
的責任は、市民の「安心と安全」を守るための
社会資本整備の推進及び協力が最も重要である
と考えております。また、東日本大震災以降、
防災意識の高揚や社会資本整備に対する考え方
が見直される中、有事の際にその責任を果たせ
るよう国土交通省の認定するBCPの認定取得な
どに取り組んできました。そして、高校生イン
ターンシップの受け入れ、地域の清掃活動、交
通安全運動等に積極的に参加することや、その
活動を継続することが社会に貢献できる企業と
しての役割であると考えております。
　現状、我々建設業界には、なお解決すべき課
題が山積している状況ではありますが、会員企
業の皆様と一緒に、建設業が夢のある産業とし
て着実に再生することを目指していきたいと
思っております。     
　甚だ微力ではありますが誠心誠意職務に精励
してまいる所存でございますので、何卒、前任
者同様格別のご愛顧、ご指導を賜りますようお
願い申し上げます。

大幹建設株式会社

代表取締役社長　入江 　誠
山本建設株式会社

代表取締役社長　菊池 祥一

　６月１日より前任の菊池茂に代わりまして社
長に就任いたしました菊池祥一でございます。
なにぶん若輩者でございますので、前社長同様
のご指導を賜りますようよろしくお願い申し上
げます。
　弊社は昭和23年、県内舗装工事のパイオニア
として創業し、以来、建設技術の研鑽に全力を
捧げてまいりました。技術という一本の軸を常
に意識し取り組んでまいりました結果、『ヤマ
ケンさん』と地域の皆様にお声掛けいただくこ
とも多く、誠にありがたいと感じる次第でござ
います。
　近年の我が国経済は、政府による経済対策や
日銀による金融緩和政策を背景に緩やかな回復
の動きが見られます。また、建設業界において
は、公共投資は復興需要、オリンピック需要に
より堅調に推移し、民間投資においても緩やか
な回復基調が見られるものの、足下では、少子
高齢化に伴う技能労働者の急速な減少、資材価
格の高騰等、問題は山積しており、我々の経営
環境はいまだ予断を許さない状況であります。
　このような中で、私たち建設業者は『地域の
人々の暮らしの安心、安全を守っている』とい
う使命感と誇りをもって日々仕事をしておりま
すが、これまでなかなか光が当たらない時代が
長く続いてまいりました。この流れが大震災の
発災以降、徐々に変化しつつあるように感じま
す。人々の生活の源であるライフラインを守る
のも、日々の物流を支えるのも、災害などの有
事の際は救援部隊に先駆けて出動し応急復旧を
行うのも我々であるという自信と誇りを再認識
し、業界の発展に努力してまいる所存でござい
ますので、ご指導のほどよろしくお願い申し上
げます。
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　去る９月９日から10日にかけて、栃木県および茨城県を
広域水害が襲った。先ごろの栃木県の発表ではその被害額
は312億円を超えており、まだ土砂災害などの被害額が含
まれていないため、今後さらに増える可能性があるとい
う。栃木県は栃木市、日光市、小山市、鹿沼市に対して
「被災者生活再建支援法」を適用し、可能な限り早期で復
旧を完了すべく対応している。
　我々（一社）宇都宮建設業協会会員企業も災害発生と同
時に災害箇所の応急対応や復旧作業に迅速に対応して、被
害の拡大防止に努め、地域社会に対して大きな貢献ができ
たものと自負している。被害に遭われた皆さんに対して心
からお見舞い申し上げるとともに、建設業に携わる者として

一日も早い復旧に今後とも尽力していきたいと考えている。
　さて「けんせつ宇都宮304号」が発刊された。本号の記
事にあるとおり、本年度の栃木県および宇都宮市の優良工
事表彰がされたところであるが、栃木県知事表彰で100%
（宇都宮土木事務所管内受賞企業中）、栃木県宇都宮土木
事務所所長表彰等で80.0%、宇都宮市優良建設工事表彰で
83.3%を（一社）宇都宮建設業協会の会員企業で受賞する
ことができた。我々会員企業の優良な施工技術を証明する
一端であるのではないかと思っている。今後ますます研鑽
を重ね、よりよい社会資本整備に貢献できるように努力を
惜しまない所存である。　

（岩原）

編 集 後 記

労働保険適用促進強化期間 11/1～11/30
『１人でも雇ったら、入ろう。労働保険。』

　労働者が安心して働けるよう「労働保険（労災保険・雇用保険）」の加入手続をされていない事業
主の方は、労働基準監督署又は公共職業安定所で加入手続をしてください。
　詳しくは、最寄りの労働基準監督署又は公共職業安定所にお尋ねください。

栃木労働局総務部労働保険徴収室
TEL 028－634－9113

　今回は、10月22日から24日まで愛媛県松山市方面に
出掛けてきました。
　愛媛県では松山城・宇和島城・大洲城、そして帰
路、香川県では丸亀城を巡り、その歴史と当時の建設
技術に思いを馳せてきました。戦国時代から27年かけ
て築造された松山城は戦うための城で、銃砲を構える

狭間の多さに驚かされ
ます。松山城・丸亀城
ともに空に伸びるほど
高く積まれた石垣は圧
巻で建設技術の高さに
脱帽です。
　高台にあるそれぞれ
の天守に辿りつくまで
には足が攣りそうに
なっていた方もいましたが、道後温泉で癒され、名物
の鯛そうめんやPOMジュースで英気が養われたよう
です。
　また、松山市内を走る路面列車の姿に宇都宮を走る
LRTを重ねてあれこれ考えてもみました。
　当協会の研修旅行でいくつの城を旅しただろうか？
名城制覇に向けて来年も城巡りになりそうです。

　　　（荒井）

宇建協親睦研修旅行

2015.10/22～24『四城巡りと路面電車視察』『四城巡りと路面電車視察』


